
 

 
（第２号様式）   

令和６年３月 11 日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立平塚工科高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月 11 日実施） 

総合評価（３月 11日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①科学技術教育
に関する感性を
醸成させ、幅広
い教養・技能・
技術を身につけ
させる。 
 
 
 
②生徒一人ひと
りに見合った指
導を工夫し、基
礎学力の定着と
学 力 向 上 を 図
る。 
 

①産業界や大学
等と連携し、各
系の繋がりを深
め 、 生 徒 の 関
心・意欲を高め
る事業を拡充し
資格取得等を促
進する。  
 
②一人一台端末
の導入に合わせ
ICT 器機を効果
的に活用し、授
業改善を進め、
学 力 向 上 を 図
る。 

① 外 部 講 師 を 招
き、出前授業を実
施する。 
①生徒の資格に対
しての情報提供を
行い、資格取得の
推進を行う。 
    
 
②Chromebook 等を
授業内で積極的に
活用し、生徒自ら
が主体的に学べる
環境を整え、学習
効 果 の 向 上 を 図
る。  

①出前授業アン
ケートを行い、
生徒の関心や興
味が高められた
かで判断する。 
①生徒の受験者
数及び、合格者
数で判断する。 
  
②Chromebook
等を用いた授業
の実施状況を生
徒・職員にアン
ケート調査を行
い、判断する。 

計算技術検定（６
月） 
3 級 62.9% 4 級
77.4％ 
技能検定 3級 5 人 
第二種電気工事士
上期７人 
第一種電気工事士
筆記２人 
 

②環境化学系（２
年）で出前授業継
続中である。 

試験の合格率につ
いては、受検者数
が減少しているこ
とも含め、生徒の
能力と指導体制に
よるので、合格率
を数値目標にする
のは、難しい。 
 
② 本 校 で は
Chromebook を購入
できない家庭も多
く、学校側が貸し
出している状況が
ある。加えて、Ｐ
Ｃの購入価格の上
昇が問題である。 

①この数年、企業側は高
校生の採用枠を拡大して
きている。その際、資格
保有者は採用内定に有利
に働いている。今後も資
格試験の拡充をお願いし
たい。 
 
 
②平塚市内の小中学校は
すべて公費でタブレット
端末を活用する授業を展
開している。高校では、
ＰＣを購入できない家庭
があるためスマホを授業
で活用しているようだ
が、通信環境などのイン
フラの整備を含め、学校
運営協議会からの提言等
を活用してほしい。 

①情報技術検定３級（1月） 
19 名合格(52.7％) 
合格者数の数が少ない。生徒自
身のモチベーションが低い。 
 
 
 
 
 
②富士フィルム和光ケミカル株
式会社社員による出前授業を実
施（環境化学系２年生対象） 
内容として、専門科目の学習組
意慾を高めることを中心に講義
を行った。 
②(財)環境政策対話研究所の職
員による継続的な出前授業を実
施。内容として、脱炭素の問題
を自分事ととらえ、意識を高め
る講義・フィールドワークを行
った。 

①検定や資格の有用性を納得さ
せ、自ら学習する動機付けをさ
せたい。 
 
 
 
 
 
 
②関連企業の出前授業について
は、充実をさせていきたい。 
 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①基本的な生活
習慣や社会の行
動規範等の一般
常識を身につけ
た持った人材を
育成する。 
 
 
 
 
②教育相談体制
を充実させ、生
徒一人ひとりの
個に応じた支援
体 制 を 構 築 す
る。 
 
 
 
③部活動や委員
会活動を活性化
させ、責任感や
コミュニケーシ
ョン能力などの
人間力を育む。 
 

①基本的生活習
慣の確立を基本
に、社会の模範
となるような行
動を促す。特に
自転車乗車時の
法規遵守を重視
し交通事故を未
然に防ぐ。 
 
②より効果的な
支援が行えるよ
う新たな相談体
制を構築し、支
援体制の拡充を
図る。 
 
 
 
③部活動入部率
向上の継続と委
員会活動の活性
化を図り、学校
行事の充実と合
わせた活気ある
学校づくりを進
める。 

①きめ細かな校内
外指導をすること
で、基本的生活習
慣を身に着けさせ
る。また交通法規
を理解させ、通学
時 の 自 転 車 事 故
「０」を目指す。 
 
 
②教育相談コーデ
ィネーターを中心
にSC、SSWと連携し
相談体制を整え、
様々な生徒の支援
で き る よ う に す
る。 
 
 
③部活動オリエン
テーション等を通
じ、部活動の魅力
を発信し加入機会
を増やす。また、
委員会活動の成果
を見えやすくし、
関心を持ちやすく
する。 

①基本的生活習
慣や交通法規が
身についたか。
また通学時の自
転 車 事 故 が
「０」であった
か。 
 
 
 
②ＳＣ、ＳＳＷ
と連携して活動
することができ
たか。様々な問
題を抱える生徒
が 100％解決す
ることができた
か。 
 
③部活動加入率
を 向 上 さ せ
50％の加入率と
することができ
たか。また、委
員会活動の回数
等が各委員会と
も年間３回程度
実施し、生徒中
心の活動が活性
化したか。 

①基本的習慣につ
いては、全職員の
指導の下、改善し
つつある。 
自転車事故につい
ては、報告のある
ものは 2 件であ
る。 
 
 
②ＳＣ、ＳＳＷと
の活動は、かなが
わサポートドック
を基本に連携し、
問題解決に向けて
進めている。 
 
 
 
③部活動加入率は
10 月１日現在で
49.2％である。 
委員会の実施につ
いては、各委員会
で 1 回は実施され
ている。 

①自転車事故につ
いては、引き続き
登下校指導や関連
機関と連携し、事
故防止に努める。 
 
 
 
 
 
②引き続き問題を
抱えている生徒を
ＳＳＷと連携し、
解決に導く。 
 
 
 
 
 
③今年度の活動は
順調に行われてい
るので、グループ
としての新たな取
り 組 み は 行 わ な
い。各委員会で主
体的に活動するよ
う に 指 導 し て い
る。 

①平塚市内は自転車の利
用率が大変高い。引き続
き、通学時等における自
転車のマナーについてご
指導いただきたい。 
 
 
 
 
 
②ＳＣ及びＳＳＷの活用
状況と効果は検証されて
いるだろうか。支援の必
要な生徒が潜在的にいる
のではないか。 
 
 
 
 
③部活動の成果等を学校
のＨＰに積極的に掲載し
た方が良い。中学生たち
の多くが高校等の情報を
学校ＨＰで収集してい
る。効果的な活用方法を
模索してほしい。 

①基本的習慣については全職員
の指導により、前回評価時と比
較し改善された。自転車につい
ては、一部の生徒であるが交通
法規が遵守されておらず、近隣
住民より苦情が入っている。事
故については自損事故が増え
た。 
 
 
②かながわサポートドックを基
本にＳＳＷ、学年を中心にサポ
ートを行い生徒個別の問題に対
しサポートを行った。来年度も
継続して進めて行く。 
 
 
 
 
③今年度は、新入生への部活動
紹介を対面で行うことができた
こともあってか、１年生の部活
動加入率は約 54％。１～３年生
では、約 49％となった。約半数
の生徒が部活動に加入している
という結果が出たが、部活動間
で加入数に差がある。委員会に
ついては、生徒会本部を中心に
して、文化祭実行委員会などが
活動を行った。 

①自転車については、教職員だ
けでなく警察関係と協力を得る
必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
②問題を抱えている生徒の申出
を、如何に引き出すことができ
るか工夫する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
③新入生オリエンテーションで
の部活動紹介を対面で行いなが
ら、新入生が部活動に触れる工
夫をする。また、本校ホームペ
ージでの部活動のページを定期
的にアップデートする。委員会
については、生徒会本部を中心
に生徒の活動を行うこととして
いく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月 11 日実施） 

総合評価（３月 11日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒自ら進路
決定に向き合え
るように入学時
から段階的に進
路指導の充実を
図る。 
 
 
 
 
 
②上級学校への
進学等を見据え
た進路教育を実
践する。 
 

① 学 校 生 活 の
様々な機会を利
用した進路指導
教育を実践し、
社会を背負う人
材育成を実現さ
せる。 
 
 
 
 
②ハローワーク
との密接な連携
や雇用状況を見
極めながらのき
め細かな就職指
導 を 行 う と 共
に、進学希望者
への支援も含め
た教育を行う。 

①社会人として必
要な知識マナーを
身に着けることを
目指し、進路指導
教育の充実を目指
す。 
進路未決定者を出
さないために日ご
ろ生徒に接する中
で進路意識向上を
めざす。 
②地元企業やハロ
ーワーク等との連
携を深めた就職指
導教育を行う。 
進学希望者へのサ
ポート体制を整え
る。 
 

①就職内定率
100％は果たせ
たか。 
進路未決定のま
ま卒業する生徒
をゼロに近づけ
る方策を果たし
たか。 
 
 
 
②ハローワーク
や地元企業との
連携は進んだ
か。 
進学者への適切
なアドバイスが
できたか。 

①就職内定率は 10
月 6 日現在 91％、
年内には就職希望
者は全員内定をも
らえ ると思 われ
る。 
 
 
 
 
 
②ハローワークと
の連携で面接指導
等を行い効果が出
ている。進学希望
者への総合型選抜
対策なども進みつ
つある。 

①内定をもらえな
かった理由につい
て考えていく必要
が あ る 。 引 き 続
き、生徒が希望す
る進路実現のため
にキャリア教育の
指導の充実が課題
である。 
 
 
②進学に際して、
生徒に対して、学
費の工面に関する
指導をしていく必
要 性 を 感 じ て い
る。 

①資格試験と企業におけ
る業務の関連性を連動さ
せると良いのではない
か。せっかく資格を取得
していても友好活用され
ていないのがもったいな
い。 
 
 
 
 
②経済的理由から上級学
校への進学を断念するケ
ースがあると聞く。スカ
ラーシップ等を有効活用
したらどうか。 

①就職内定率は 10 月 6 日現在
91％、年内には就職希望者は全
員内定をもらえると思われる 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ハローワークとの連携で面接
指導等を行い効果が出ている。
進学希望者への総合型選抜対策
なども進みつつある。 

①内定に結びつかなかった要因
について検討していく必要があ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②今年度は成績不振や不登校の
生徒が多かったので進路未決定
者が例年より多かった。進路意
識を高めることによって不登校
や成績不振者を出さない指導が
必要と思う。 

４ 地域等との協働 

①工業系専門高
校として、もの
づくり体験教室
を 始 め 、 文 化
祭、学校へ行こ
う週間等での地
域への公開で開
かれた学校づく
りを進める。 
 
 
②保護者や地域
社会と協働して
開かれた学校づ
くりをめざす。 
 

①コロナ禍で実
施が難しかった
小・中学生向け
の体験活動を工
夫・充実させ魅
力あるものにす
ると共に、WEB
等も有効に活用
し情報を発信し
ていく。 
 
②ＰＴＡや地域
との連携を拡充
し、教育活動の
推進に取り組む
と共に、ものづ
くりなどを通じ
て地域に貢献す
る。 

①学校体験回数を
増やし、より多く
参加してもらえる
ようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
②ＰＴＡや地域の
方と連携した取り
組みの実施とその
情報発信を広め
る。 

①学校体験の
参加者数が増
加したか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②連携した事
業の実施状況
およびそれを
踏まえた地域
連携部会等の
意見。 

①学校説明会に参
加した人数は、１
回目は９７組、２
回目は７４組とな
った。ものづくり
体験等の応募人数
はおおむね良好で
あった。 
 
 
 
②地域の防災拠点
として学童の避難
訓練を実施した。 

①説明会等で本校
を訪れた中学生・
保護者が成果物を
持ち帰るなど、工
業高校として魅力
をどのように PR し
ていくのかの工夫
を す る 必 要 が あ
る。 
 
 
②今後の訓練・花
水保育園の避難訓
練の対応 
 

①藤沢工科高校では小学
校へ高校生を派遣して
「高校生によるスマホ教
室」を開催している。是
非、平工でもそのような
機会をとらえて工業高校
の魅力を発信してほし
い。 
 
 
 
②高校生と地元の幼稚園
等が連携しながら防災訓
練を実施することは大変
意義深い。今後も推し進
めてほしい。 

①学校説明会への中学生の参加
人数はのべ２４３名（９７＋７
４＋７２）となり、望ましい数
値とは言えなかった。反面、近
隣中学校での学校説明会や出前
授業などの反応は良好であっ
た。これより、中学生やその保
護者を中心に、工業高校への進
学という選択肢を持たせて行く
ことが必要と考えられる。 
 
②学童・花水保育園等との避難
訓練は実施できた。小中学校と
の連携を検討したい。 

①工業高校の存在を周知する活
動を積極的に取り入れ、中学生
の目に留まる工夫が必要であ
る。その為に、出前授業や本校
生徒の出身中学校への進路報告
など、近隣中学校へ足を運ぶ活
動が求められる。 
 
 
 
 
②連携先と連絡を密にとり、行
事予定のすり合わせ等を行う。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①職員の働き方
改革を推進し、
活気に満ちた職
場環境を創造す
る。 
 
 
②防災意識を高
め、防災力を上
げる。地域の防
災拠点としての
充実を図る。 
 

①Teams 等の ICT
活用をさらに進
め、働き方改革
を推進し、風通
しの良い職場環
境をつくる。 
 
②実践的な防災
教育を教育課程
の一環として定
着させ、地域と
も連携した防災
力 を 向 上 さ せ
る。 

①職員のTeams等の
ICT 機器活用を促進
し、業務のスリム
化を図る。 
 
 
 
②平塚市災害対策
課の協力を得て、
防災講演会および
訓練体験やＤＩＧ
（災害図上訓練）
の実施および情報
発信。 

①職員の時間外
勤務を減らすこ
とができたか。
ストレスチェッ
クの結果が良好
であると判断で
きるか。 
②防災訓練の実
施状況はどうだ
ったか。また、
訓練および講演
会への参加状
況。 

①Teams等のICT機
器活用を促進する
ことで職員間の情
報の共有化が促進
され、業務のスリ
ム化を図られた。 
 
②８月末に防災避
難訓練を実施。１
月に 津波防 災訓
練・ＤＩＧを実施
する。 
 

①ICT 機器の活用
には、個人間の技
量 の 差 が 出 る た
め、研修等の実施
が必要である。 
 
 
②訓練として余震
や災害の状況に応
じた対応を検討し
ていく必要性を感
じている。 

①ＩＣＴ機器に関しては
個人間で技量の差が出る
のは大いに理解できる。
今後も研修等でその差を
縮めてほしい。 
 
 
②大規模震災は避けては
通れない。日ごろからの
防災意識が重要である。 

①Teams の活用は浸透し、日常業
務の在り方に大きな変化を生
み、効果を発揮している。他校
の実践例から学ぶ研修等の開催
が課題である。 
 
 
②津波防災訓練やＤＩＧを実施
し、防災意識の向上につながっ
た。今後は、起こるであろう震
災に向けての日常的な防災意識
の醸成と家庭内の防災用具の見
直しが課題である。 

①Teams や ClassRoom の活用方法
などを他校の職員と情報交換を
積極的に行うことや、実践例を
模索し、業務改善に用いること
のできることの情報を多く集め
る必要がある。 
 
②近年に発生した震災などを振
り返り、日常生活内で発生した
場合の初動を考える場を設ける
ことや、季節によって必要にな
る防災用具などについて考える
内容などを組み込む。 

 


